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め込み構造で関係付けられた形の句 (phrase) と見なすべき二種類の述語に大別されているということである o
この，複合述語における語と句の関係という重要な問題に対する具体的提案を行うために，本論文では分析の主た






































て制約を課した結果として説明される o このことにより，本論文が第 5 章，第 6 章においてそれぞれ論じた願望文，
可能文の諸現象の説明を通じて，多元的情報聞の制約による述語の特徴づけの有効性が支持されることになるo
第 7 章で議論する，使役文において注目すべき現象は，使役形態を持ちながら間接受動文と同様の被害の合意を持








































付けられた形の句 (phrase) と見なすべき 2 種類の述語に大別されるとしているo
論文の構成と内容
序章に続く第 2 章で，明示的な分析のための枠組として採用した主辞駆動句構造文法 (HPSG) を概観している。































第 8 章では， ，，....，てもらう」という受益文が補文構造相当の形態情報をもつものと仮定し，統語情報が形態情報に
課す制約によって形態素の順序を説明している o また語111員の問題は第 9 章でも，，..._，を…と思う」などの認識動詞文
に関連してとりあげている o 認識動詞に 2 つの異なるタイフ。が存在することを指摘し，語順の問題については，語順
規則と動詞のタイプによって説明している o 第10章は結論である。
以上，本論文は，複合述語現象を，どの情報が共有され， どの情報がどの情報に制約を課しているかということを
明らかにすることにより説明している。従来の日本語生成文法においては，複合述語を主動詞と接辞の結合として分
析する変形論と， これに対崎して，全て単一語嚢として分析しようとする語暴論が提唱されているが，本論文では受
動文の分析を足がかりに，願望，可能，使役，受益，認識動詞文の詳細な分析を通じて，語=語嚢部門，句=統語部
門という単純な対応だけでは対処しきれないいくつかの言語事実を指摘し，極端な変形論や極端な語嚢論を仮定する
パラダイムがいずれも不十分であることを論じている。そしてe 代案として，語嚢規則によって形成された「語」と，
下位範鴎化にもとづく統語的埋め込み構造を内包する「句」の 2 種類の述語を認める両立論の立場が必要であること
を主張している o
総評
従来の日本語生成文法においては，複合述語の研究は専ら構文別に進められており，また，枠組も変形文法が大部
分であった。本論文のように複合述語を包括的に扱った研究は少なく，たとえ各構文の分析の撤密さには多少の不満
は残るものの， 日本語の複合述語を網羅的に研究した視野の拡がりと，形式的な明示性の高さは高く評価できるo 特
に，個々の構文における膨大な先行研究をバランスよく紹介しつつ，多くの独自の見解・提案を与えるに至っている
点は本論文の価値を高めるものである。
ただし，扱う対象の拡がりに応じた統一的視点の提示という点には弱さがのこり，本論文での重要な主張点である，
語と句の区別においても，形態論の理論的位置付けがやや不明確である点，また，個別の現象における基本的概念の
詰めの甘さなど，いくつかの問題点は指摘できる。もっとも，これらは今後の研究の進展により，容易に克服できる
ものであると判断できる。
また，諸言語の複合述語の検討から言語の普遍性を追究する立場からも，日本語から豊富な事例を検討し，その説
明を提示したという点に，言語理論の発展に貴重な貢献をしている。
以上の諸点から，本論文はこの分野の研究論文として高い水準に達している優れたものであり，博士(言語文化学)
の学位請求論文として十分に価値のあるものと認められる。
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